
Bonjour! du BurkinaFaSo	

Qu’est-ce que c’est? ▶▶▶国際女性デーってなあに？  

 Ensuite?▶▶▶ブルキナファソの保健事情、ほか  

Q1.　ブルキナファソでは何でも右手でつかむ。握手もご飯を食べるときも、左手は不浄とされている。　　	
　　　そのため、なにかと使う右手にはマニキュアを塗らない。	
Q2.  足の爪切り屋さん。	
Q3.  全部。ブルキナベの手の皮は厚い。なんでも平気で素手で触るので驚くばかり。	

Quoi de neuf?▶▶▶ブルキナファソの季節の行事の過ごし方  

今月は、ブルキナべの“手足”事情に関するクイズです！	  
さぁ、みなさんは何問正解できるでしょうか。	  
	  
Q１.	  ブルキナファソの女性たちは左手だけにマニキュアを	  
　　　塗っています。なぜでしょう？	  
	  
Q2.	  ブルキナファソでよく見かける、道ばたではさみを	  
　　カチャンカチャンとならして歩いている男性。彼の職業は？	  
	  
Q3.	  ブルキナベが素手でつかんだり触ったりしているものは	  
　　次のうちどれでしょう？	  
　①アツアツのトウ（現地の主食）※推定60℃	  
	  	  	  ②かまどに使う焼き石　※推定100℃	  
　③沸騰した水の入った鍋　※推定100℃	  

VOL.7　2014.4
.12	  

クイズ du Burkina	

こんにちは。日本は新学期が始まり、忙しくされているでしょうか。また、桜も満開！お花見を楽しめたででしょうか？	  
ブルキナファソは年間で最も暑いとされる４月に突入しました。日中は４５℃以上、夜も３０℃台、雨はほぼ降らないという環境ですが、アツサニモカンソウニモマケズ頑張りたいと思います。	  

配属先で満開を迎える、ブルキナファソ品種の樹木。	  
花をつける木がほとんどない中きれいに咲いていて、日本の桜を思い出す。　	  

ブルキナファソの年間行事（祝日）は左のとおり。（ ちなみに  　　　 マークはキリスト教のイベント、　　　　　マークはイスラム教のイベント。※は変動あり）	  
季節の行事・・・と紹介しましたが、ほとんどが宗教の行事。比べてみても、日本はいかに暦（四季）の行事が多いかがわかりますね。	  
今回は、キリスト教徒の多いここクーペラで盛りあがった“クリスマス”の過ごし方について紹介します。	  

1/1	 元日	

1/3	 人民蜂起の日	

1/14	 ムハンマド生誕日	

3/8	 国際女性デー	

4/20※	 復活祭	

5/1	 メーデー	

5/29	 キリスト昇天祭	

6/28	 ラマダン明け祭日	

8/15	 聖母被昇天祭	

10/6	 犠牲祭（タバスキ）	

12/11	 国家記念日	

12/25	 クリスマス	

8/5	 独立記念日	

12月に入ると、キリスト教のお家の入り口付近に増えてくるミニハウス。キリストが 
産まれた馬小屋を表していて、どの家にもキリストが舞い降りるようにという願い 
が込められているそうです。一軒一軒、子どもとお父さんが一緒に手作りで作ります。 

クリスマスのための現地布で 
つくった服をみんな身につけます。 
町中、この水色一色に！ 

朝からたくさんの米ボール（こちらのごちそう）を作り、 
近所の人にお裾分け。各家庭の料理を交換するのがクリスマスの習慣。 

24日夜19:00頃から翌朝 
2:00頃まで行われるミサ。 
教会もきれいに飾り付け。 

　活動紹介  

3/8 記念布（2014年版）	3/8 記念布（2013年版）	

わたしの配属先は「環境・持続的開発省」の地方局。  
市民のゴミ問題に関する意識を高めるため、そしてクーペラ市での  
ゴミ問題解決のしくみをつくるため、カウンターパートとともに  

主に以下の活動をしています。今後少しずつ紹介していきます！  
  

①市内小学校での環境教育  
  
②地元プラスチックゴミ回収団体のリサイクル活動や啓発活動支援  

　＋協同で回収箱設置予定  
	  
③地元ゴミ回収女性団体、リサイクル商品製作団体の活動支援  
  
④地元のイベント、市場等での市民への啓発活動  

毎年3月8日は女性の権利と世界平和をめざす“国際女性デー”。	  
20世紀初め、アメリカでさかんに行われた女性の社会主義運動がきっかけとなり、女性に対する差別撤廃や
社会開発への平等参加等について世界で力をあわせ取り組んでいこうと1977年に提唱されたものです。	  
この国際女性デー、日本ではあまり知られていませんが、	  
ここブルキナファソでは仕事も休み。3月8日に各地方でさまざまなイベントが実施されました。	  
普段、シアバターづくりや町の清掃活動など、社会活動を行う女性団体が集結し、各団体のプラカードをもっ
て行進したり、各商品を販売したり。	  
ブルキナファソでは“女性の地位向上省”という省庁が存在するほど、女性たちの地位向上は国家で重要な

テーマです。毎年同省はその年の3月8日を記念したパーニュ（現地布）を発行。多くのブルキナベが購入し、
自分たちの好きな形に仕立てて着ています。また、2年毎に主に取り組むテーマも協議されます。	  
2013〜2014年のテーマは“女性の積極的社会参加と経済発展”。	  
さらに、3月8日は女性は休み、男性が料理をするのだとか。普段は	  
男性がお金を払い女性が料理しますが、この日は逆。女性からもらっ	  
たお金を持って食材を選ぶ男性が市場で見られるそうです！	  
日本は3月8日の認知度が低い＝すでに男女平等ということなのでしょうか。。。	

地域の祭りでエコアート実施	

3/8記念布で仕立てた服	

子どもたちはオシャレに着飾り。 
上の写真は頭に黒墨を塗っている 
子。右は普段つけないエクステ 
（つけ毛）をつけてオシャレする子。 

街のイベントでプラカードをもって並ぶ女性団体　　　　　　　　地元のガールズスカウトのような学生団体の子どもたち	 小学校での環境教育のようす	プラスチックゴミを使って籠を編む女性たち	


